





































項目 平均値 範　　囲 雛 平均値 雛 平均値＋W準偏差　　ている．大気中SO42－，NO3一の粒径分布を調査した報告
浮遊粉じん
@‘μ面） 72 45　～11016 85 38 123　　例7）によると，そのほとんどが粒径ユμ皿以下の粉じん
織蓋） 13 11　～　15 1．2 7．2 3．9 11．1　　に存在していた．したがって，微粒子である粒子状二次
NO3－










































































項　　目 測定局名 5月22日5月23日5月24日5月25日5月お日 5月27日5月28日
















国設新津 60 53 69 86 66 37 37
風　　　速 杉谷内 一 2．6 2．1 29 2．6 2．8 5．2
書（m／s）’ 国設新津 2．5 1β 17 17 18 14 2．0
積算日射量 杉谷内 一　　　　　　F 2882 2250 2337 2072 1872 1864
（0．01mJ／㎡）国設新津 1980 2800 2380 2323 2087 2213 2109
温　　　度 杉谷内 13 14 20 22 22 23 21
（℃） 国設新津 13 14 19 22 21 22 22
湿　　　度 杉谷内 74 71 57 65 77 73 75
（％） 国設新津 73 70 55 64 75 72 76
注）気象因子は地域差が少いため杉谷内，新津測定局のみ示した．
（ppb）　　オキシダント
50㌔へ～・へ！、》へ・・＿1・・
0’
23　　　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　28（日）
大気安定度
F ●●●●●●　　　　　　　　●●●●　　　　　　　　　　●●E ●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●●●　　　　　　　　　　●　　●　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　●●
DCB ゜°Ev　°°認　　へ譜∴〆°°欄鳳！°
A23 24　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　28（日）
Nーま甑、“ハM↑ノMM幅卿＼↑い榊“＼傭》Mノ
23　　　　　　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　　　　28　（日）
図一3　杉谷内におけるオキシダント，大気安定度，風向の経時変化（5月23日～28日）
No．　8　1983　　　　　　　　　　　　　　　　Bul1．　E．　P．　C．　Lab．，　Niigata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
’いては，次の点が注目された．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献①　風速が2m／s程度の日が続いていること．
②　晴れの日が続いていること．　　　　　　　　　　　1）全国公害研究協議会：昭和51年度環境庁委託調査，
環境における大気汚染物質の分布量に関する研究1
4．お　わ　り　に@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山岳，森林，原野における大気汚染のバックグラ
田園地帯である東港地域を含む広範囲な地域において　　　　ンド調査），P．347（1977）．
SO42－，NO3一の高濃度出現があり，その原因について　　2）日本環境衛生センター：昭和54年度環境庁委託業務
検討を試みた・その結果，SO42囎とDustに相関性が認　　　　結果報告書（国設大気測定網（NASN）浮遊粉じんお
められると共に・Dust濃度ピークが風向によらず，ほぼ　　　よび浮遊粒子状物質結果報告書），　P．8　（1980）．
同一時刻に広範囲な地域に出現しているところから，Sα2－　3）同上，μ8　（1981）．
は工場地帯から移流したものではなく，二酸化硫黄の変　　4）同上，B8　（1982）．
換した粒子状二次汚染質によるものと推定された．また，　5）P．F．　Fennelly：J．　Air　Poll．　Cont．　Assoc．，25，
粒子状二次汚染質の生成に関与している二酸化硫黄，オ　　　　697（1975）．
キシダント濃度に増加傾向が認められないのに反し，　　6）R．工Cheng：Atm．　E既，5，987（1971）．
Dust濃度は徐々に増加傾向にあり，粒子状二次汚染質の　　7）松本光弘，市川　博，市村国俊：全国公害研会誌，　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
蜍C蓄積があったことが推察される．ゼ方，NO3鴨につい　　　　6，1（1981）．
てはSO42嚇と生成機構が異なるものと推定される．この　　8）太田幸雄，大喜多敏一，原　宏：大気汚染学会誌，
様に，ガス状一次汚染質濃度の低い当地域においても，　　　　13，27（1978）．
気象条件によって粒子状二次汚染質の生成，蓄積が起こ　　9）嶋田　勇：大気汚染学会誌，16，12（1981）．
り，SO42一に関して汚染地並みの高濃度が出現したもの
と思われる．
最後に，東港地域の大気汚染常時監視測定結果につい　・
て便宜を図っていただいた公害規制課水島好夫氏に感謝
いたします．
